
平成１９年度食品安全モニターの募集について（案） 

 
１ 趣旨 

食品安全モニター（以下「モニター」という。）は、消費者の方々に日常の生活を通

じて、食品安全委員会（以下「委員会」という。）が行った食品健康影響評価の結果に

基づき講じられる施策の実施状況や食品の安全性などについて意見等をいただくため

に、委員会が依頼するものである。その他、地域への情報の提供にも協力いただく。 

 
２ 食品安全モニターの対象者 

モニターを依頼する者については、日本国内に居住している満２０歳以上で、食品の

安全について関心を持ち、食品安全モニター会議に出席可能な者のうち、以下のいずれ

かの条件を満たしている者を対象とする。ただし、公務員は対象外とする。 

① 大学等で食品に関係の深い学問（医学、歯学、薬学、獣医学、畜産学、水産学、

農芸化学、家政学、食品工学、食品に関する社会科学（流通・経営等）等）を修了

していること 

② 食品に関係の深い資格（栄養士、管理栄養士、調理師、食品衛生管理者等）を持

っていること 

③ 食品の安全に関する行政・業務に従事したことがあること 
※ モニターの定数は４７０名とし、任期を２年として１年ごとに半数を改選することとする。 

※ 平成１９年度の募集人員は２３５名とする。なお、これまでにモニターを経験された方の

再選については、募集人員の半数を上限とする。 

※ モニターは、委員会事務局長が依頼し、平成１９年に募集するモニターの依頼期間は、依

頼を承諾した日から平成２１年３月３１日までとする。 

※ 残りの２３５名については、１８年度モニターの中から本人の意向等を勘案し、選考の上、

平成２０年３月３１日までの１年間の任期で依頼する。 

 
３ 食品安全モニターの役割 

モニターに対しては、次の事項を依頼する。 

① 食品の安全性に係る調査についての報告 

② 食品安全行政などに関する意見の随時報告 

③ 食品の安全性に関する危害情報を入手した場合の情報提供 

④ 食品安全モニター会議への出席 

その他、委員会が行う食品の安全性に関する情報提供への協力 
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４ 報告等の活用 

モニターからの報告については、委員会が食品の安全性の確保に向けた役割を的確に

果たしていくための参考とする。 

また、随時提出された報告については、整理して、関係行政機関にも送付し、当該関

係機関における行政への反映を図るとともに、報告の概要をホームページ等に掲載する

ことにより、広く食品の安全性の確保に関する施策の参考に供する。 

 
５ 今後のスケジュール 

① 募 集 開 始：平成１９年１月２０日（目途）〔食品安全委員会ホームページへ  

の掲載等〕 

② 募 集 締 切：平成１９年２月１６日（消印有効） 

         ※ 電子メールによる応募については、１６日１７：００まで受付 

③ 依頼状発送：平成１９年４月上旬（予定） 

※ モニター募集に関する問い合わせ先 

内閣府食品安全委員会事務局「食品安全モニター」担当 Tel.03-5251-9217・9218 

 


